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はじめに
　今の子供たちやこれから誕生する子供たちが，成人して社会で活躍する頃には，我が国は
厳しい挑戦の時代を迎えていると予想されています。生産年齢人口の減少，グローバル化の
進展や絶え間ない技術革新等により，社会構造や雇用環境は，大きくまた急速に変化してお
り，予測が困難な時代となっています。
　このような時代の中でも，児童一人一人が，社会の変化に受け身で対応するのではなく，
主体的に向き合って関わり合い，自らの可能性を発揮し多様な他者と協働しながら，よりよ
い社会と幸福な人生を切り拓き，未来の創り手となることができるよう，児童の生きる力を
育むことが目指されています。
 「キャリア教育」という用語が文部科学行政関連の審議会報告等で初めて登場したのは，中
央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善について（平成 11 年 12 月）」
においてでした。本答申では「学校教育と職業生活との接続」の改善を図るために，小学校
段階から発達の段階に応じてキャリア教育を実施する必要があると提言されています。
　その後，様々なキャリア教育推進施策が展開されましたが，平成 18 年におよそ 60 年ぶ
りに改正された教育基本法においては，「各個人の有する能力を伸ばしつつ社会において自
立的に生きる基礎を培う」ことが，義務教育の目的の一部に位置付けられました。翌年改正
された学校教育法では，新たに設けられた義務教育の目標の一つとして「職業についての基
礎的な知識と技能，勤労を重んずる態度及び個性に応じて将来の進路を選択する能力を養う
こと」が定められ，小学校からの体系的なキャリア教育実践に対する法的根拠が整えられま
した。
　また，平成 23 年１月の中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教
育の在り方について」では，幼児期の教育から高等教育までを通したキャリア教育・職業教
育の在り方がまとめられました。さらに，平成29年改訂の小学校学習指導要領では，「児童が，
学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら，社会的・職業的自立に向けて必要な基
盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう，特別活動を要としつつ各教科等の
特質に応じて，キャリア教育の充実を図ること。」と示されました。児童に学校で学ぶこと
と社会との接続を意識させ，一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・
能力を育み，キャリア発達を促すキャリア教育の充実を図ることが求められています。
　小学校におけるキャリア教育は，初等教育から高等教育に至る系統的・組織的なキャリア
教育の基盤として極めて重要な意味を持ちます。文部科学省では，その重要性に鑑み，学習
指導要領の改訂に伴い，『小学校キャリア教育の手引き』も改訂する運びとなりました。本
書が，各小学校はもとより，関心をお持ちの多くの方々に広く活用され，キャリア教育の指
導内容・指導方法の充実に役立てられることを念願しております。
　末尾となりましたが，本書の作成に当たり御尽力を賜りました作成協力者及び関係の皆様
に深くお礼申し上げます。
　令和４年３月

文部科学省初等中等教育局長
　伯　井　美　徳
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